
教 育 目 標
○心情豊かな人
○自ら学ぶ人
○勤労を尊ぶ人
○よく考えて行動する人
○国際社会に貢献する人
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ぜひご覧ください

校 長 室 か ら

校長 石田 利雄
梅雨入りし、雨に萌ゆる緑が風情を漂わせる季節となりました。
第1学期も残り1か月となりました。コロナ禍ではありますが、この6月は感染症対策を取りな

がら学校行事等を実施することができています。6月24日（金）から26日（日）の3日間、3年
ぶりに修学旅行が、奈良・京都の関西方面で実施できることを大変嬉しく思っています。（7月
号で報告します。）学校は一歩ずつ以前の学校生活に戻りつつあります。しかし、新型コロナウ
イルス感染症の脅威が去ったわけではありません。生徒たちを感染から守るためにも、「3つの
密」を徹底的に避ける、「マスクの着用」及び「手洗い・消毒の手指衛生」等、基本的な感染対
策を継続するとともに、熱中症対策を図りながら生徒たちが安心・安全の下、教育活動ができる
よう最善を尽くしたいと思います。

【 時の記念日 】

飛鳥時代の天智天皇が、現在の暦で671年6月10日に漏刻
ろうこく

（水時計）で時を計り、人々に「時」を知らせたことに由来
します。
1920年に「時の記念日」が制定されました。東京教育博

物館（現在の国立科学博物館の前身）で開催された「時展覧
会」が大盛況であったことがきっかけとなり、全国に広まり
ました。2022年で102周年を迎えました。
校長講話で、生徒に「時の記念日」を「中学校生活3年間

の時」と置き換えて、学びの機会一つ一つの「時」を大切に
してほしいことを話しました。

漏刻（水時計）
ろうこく

【 県民の日 】
6月15日は「栃木県民の日」です。県民一人ひとりが、郷土を見直し、理解と

関心を深め、県民としての一体感と自治の意識を育み、より豊かな栃木県を築きあ
げることを期する日として制定されたとのことです。この日は、明治6年(1873年)に
栃木県と宇都宮県が合併し、おおむね現在と同じ県域の栃木県が成立した日です。
左の「栃木県章」は昭和37年(1962年)に制定されました。抽象的にデザインさ

れた漢字の「栃」は躍動感を、古代文字の「木」で表された木偏の部分はエネル
ギッシュな向上性を表現しています。昭和39年(1964年)に、地色を黄緑とし、中
央に白抜きで県章を配置した県旗が告示されました。

【 とちぎのシンボル 】

『生き方講話』のお知らせ
7月1日(金)の授業参観後、14時30分から本校体育館にて『生き方講話』を開催いたしま

す。青少年を取り巻く情報環境の理解を深めるため、とちぎ未来づくり財団の栃木県青少年
育成県民会議主催「親子学び合い事業～ネット時代の歩き方講習会～」について、とちぎネ
ット利用アドバイザーを講師に招き、生徒・保護者・教職員がそれぞれの立場からインター
ネットについて考えるきっかけになればと、企画させていただきました。どうぞ、ご参加く
ださいますようお願いいたします。

MONOBE TIMES

県獣：カモシカ県鳥：オオルリ県木：トチノキ 県花：ヤシオツツジ

栃木県章

http://www.moka-tcg.ed.jp/monojhsc/


◇本校から1年男子1500mにＩ．Ｄさんが出場

し、4分36秒86で5位入賞を果たしました。また、

県中体連陸上競技専門部の強化選手にも選出され

ました。

道徳研究授業(1年生) 6/15

新体力テスト 6/6

避難訓練・引き渡し訓練 5/27

総合的な学習の時間（ＳＤＧs研究２年目）5/23 6/13

【握力】 「ぎゅっと力強く握って！」

5/23 担当教諭からの全体説明

6/13 各委員会に分かれて、個人・グループでテーマの設定
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引き渡し

完了！

伝統芸能・尊徳太鼓練習 6/1

県春季陸上競技大会 6/3
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【立位体前屈】 「押して！押して！」

期末テスト 6/16･17

主題名

だれもが気持ちよく過ご

せる社会を目指して

題目

ごみ箱をもっと増やして

自己の目標点突破に向

けて取り組む生徒たち


